
(57)【要約】

【課題】筋肉等の切開が最小限に抑えられ、骨折部固定

の力学的安定性に優れ、骨折部の整復後の筋肉等の回復

が速い橈骨遠位端骨折部の整復器具を得ること。

【解決手段】撓骨遠位端背側の伸筋支帯上に設置して骨

折部を背側より固定する背側プレート１０であって、骨

に刺入したプレートロックネジをロックする複数のネジ

孔１１ａ～１１ｉと、撓骨遠位端背側のリスター結節上

に位置する部分に形成した切欠き部１０ｄと、を備え、

前記複数のネジ孔が、前記リスター結節の親指側である

撓側に配置された第１のネジ孔１１ａと、前記リスター

結節の小指側に配置された第２のネジ孔１１ｂと、前記

リスター結節の近位側に配置され前記撓骨の軸方向に互

いに離間する複数の近位ネジ孔１１ｃ～１１ｇと、を含

む。

【選択図】　　　　図１－１

JP 2007-190209 A 2007.8.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 撓 骨 遠 位 端 背 側 の 伸 筋 支 帯 上 に 設 置 し て 骨 折 部 を 背 側 よ り 固 定 す る 背 側 プ レ ー ト で あ っ
て 、
　 骨 に 刺 入 し た プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ を ロ ッ ク す る 複 数 の ネ ジ 孔 と 、
　 撓 骨 遠 位 端 背 側 の リ ス タ ー 結 節 上 に 位 置 す る 部 分 に 形 成 し た 切 欠 き 部 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 背 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 の ネ ジ 孔 が 、
　 前 記 リ ス タ ー 結 節 の 親 指 側 で あ る 撓 側 に 配 置 さ れ た 第 １ の ネ ジ 孔 と 、
　 前 記 リ ス タ ー 結 節 の 小 指 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ の ネ ジ 孔 と 、
　 前 記 リ ス タ ー 結 節 の 近 位 側 に 配 置 さ れ 前 記 撓 骨 の 軸 方 向 に 互 い に 離 間 す る 複 数 の 近 位 ネ
ジ 孔 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 背 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 背 側 プ レ ー ト が 、 Ｙ 字 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 、 第 ２ の ネ ジ 孔 が 前 記 Ｙ 字 の ２ 本 の
枝 部 の 先 端 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 複 数 の 近 位 ネ ジ 孔 が 前 記 Ｙ 字 の 幹 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 ２ 本
の 枝 部 の 間 が 前 記 切 欠 き 部 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 背 側 プ レ ー ト
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の ネ ジ 孔 の 向 き が 、 前 記 背 側 プ レ ー ト の 垂 線 に 対 し て 近 位 側 に 傾 斜 し て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 背 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の ネ ジ 孔 の 近 傍 に 、 骨 折 片 を 前 記 背 側 プ レ ー ト に 仮 止 め す る た め の 仮 止
め 鋼 線 を 通 す 鋼 線 孔 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 背 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 鋼 線 孔 が 、 前 記 第 １ 、 第 ２ の ネ ジ 孔 を 挟 む よ う に そ れ ぞ れ 一 対 設 け ら れ 、 該 一 対 の
鋼 線 孔 の 向 き が 互 い に 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 背 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 一 対 の 鋼 線 孔 の 内 、 遠 位 に 設 け ら れ た 鋼 線 孔 の 向 き が 、 前 記 背 側 プ レ ー ト の 垂 線 に
対 し て 近 位 側 に 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 背 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 近 位 ネ ジ 孔 の 近 傍 に 、 橈 骨 の 近 位 側 を 前 記 背 側 プ レ ー ト に 仮 止 め す る た め の 仮 止 め
鋼 線 を 通 す 鋼 線 孔 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 背 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 背 側 プ レ ー ト の 外 周 縁 部 が 、 下 面 側 を 尖 ら せ て 凸 曲 面 状 に 面 取 り さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 背 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 背 側 プ レ ー ト の 前 記 切 欠 き 部 を 囲 む 周 縁 部 が 、 上 面 側 を 尖 ら せ て 凸 曲 面 状 に 面 取 り
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 背 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 背 側 プ レ ー ト の 前 記 ネ ジ 孔 に ロ ッ ク さ れ る ロ ッ ク ネ ジ が 形 成 さ れ た 頭
部 と 、 円 柱 状 で 長 さ が １ ０ ｍ ｍ 以 上 の 中 間 部 と 、 骨 に 刺 入 さ れ る 骨 ネ ジ が 形 成 さ れ た 先 部
と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ロ ッ ク ネ ジ の ネ ジ ピ ッ チ が 、 前 記 骨 ネ ジ の ネ ジ ピ ッ チ よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ １ に 記 載 の プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ロ ッ ク ネ ジ の 先 頭 の ネ ジ 山 が 、 他 の ネ ジ 山 よ り も 低 く し て あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ １ に 記 載 の プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 背 側 プ レ ー ト の 前 記 ネ ジ 孔 に 取 付 け て 前 記 プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ の 下 孔
を 削 孔 す る ド リ ル を ガ イ ド す る ド リ ル ガ イ ド で あ っ て 、 ド リ ル ガ イ ド 孔 を 有 す る 筒 状 に 形
成 さ れ 、 下 端 部 か ら 順 に 、 伸 筋 腱 を 前 記 ド リ ル に 接 触 さ せ な い よ う に す る 保 護 筒 部 と 、 前
記 背 側 プ レ ー ト の 前 記 ネ ジ 孔 に ロ ッ ク さ れ る ロ ッ ク ネ ジ と 、 円 筒 部 と 、 六 角 筒 部 と 、 鋼 線
ガ イ ド ロ ッ ク ネ ジ 孔 と 、 が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る ド リ ル ガ イ ド 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 鋼 線 ガ イ ド 孔 を 有 す る 筒 状 に 形 成 さ れ 、 下 端 部 か ら 順 に 、 前 記 ド リ ル ガ イ ド 孔 に 挿 入 さ
れ る 円 筒 部 と 、 前 記 鋼 線 ガ イ ド ロ ッ ク ネ ジ 孔 に ロ ッ ク さ れ る ネ ジ 部 と 、 筒 状 の 頭 部 と 、 が
形 成 さ れ 、 前 記 ド リ ル ガ イ ド に 取 付 け て ド リ ル の 先 導 孔 を 穿 孔 す る 穿 孔 鋼 線 を ガ イ ド す る
こ と を 特 徴 と す る 鋼 線 ガ イ ド 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 鋼 線 ガ イ ド 孔 に 挿 入 さ れ て 先 端 部 を 前 記 鋼 線 ガ イ ド か ら 突 出 さ せ る 丸 棒 部 と 、 頭 部
と か ら 成 り 、 前 記 鋼 線 ガ イ ド に 挿 入 し 、 骨 に 予 め 設 け ら れ た 前 記 穿 孔 鋼 線 の 刺 入 位 置 を 示
す 針 孔 を 前 記 先 端 部 で 探 る こ と を 特 徴 と す る 鈍 棒 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の ネ ジ 孔 及 び 複 数 の 近 位 ネ ジ 孔 に 対 応 す る 位 置 に 、 そ れ ぞ れ の ネ ジ 孔 と
同 じ 向 き の ネ ジ ガ イ ド 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 鋼 線 孔 に 対 応 す る 位 置 に 、 そ れ ぞ れ の 鋼 線 孔 と
同 じ 向 き の 鋼 線 ガ イ ド 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 背 側 プ レ ー ト 上 に 設 置 し て 前 記 仮 止 め 鋼 線 及 び
プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ の 骨 へ の 刺 入 方 向 を ガ イ ド す る こ と を 特 徴 と す る 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク
。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 背 側 プ レ ー ト と 、
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ と 、
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の ド リ ル ガ イ ド と 、
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 鋼 線 ガ イ ド と 、
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 鈍 棒 と 、
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 撓 骨 遠 位 端 背 側 整 復 器 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 撓 骨 遠 位 端 掌 側 の 方 形 回 内 筋 上 に 設 置 し て 骨 折 部 を 掌 側 よ り 固 定 す る 掌 側 プ レ ー ト で あ
っ て 、
　 前 記 掌 側 プ レ ー ト の 遠 位 端 部 に 配 置 さ れ て 骨 に 刺 入 さ れ た プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ を ロ ッ ク
す る 複 数 の 遠 位 ネ ジ 孔 と 、
　 前 記 掌 側 プ レ ー ト の 近 位 側 に 前 記 撓 骨 の 軸 方 向 に 互 い に 離 間 し て 配 置 さ れ 、 骨 に 刺 入 さ
れ た プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ を ロ ッ ク す る す る 複 数 の 近 位 ネ ジ 孔 と 、
　 前 記 遠 位 ネ ジ 孔 の 近 傍 と 近 位 ネ ジ 孔 の 近 傍 と に 設 け ら れ 、 骨 折 部 を 前 記 掌 側 プ レ ー ト に
仮 止 め す る た め の 仮 止 め 鋼 線 を 通 す 鋼 線 孔 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 掌 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 遠 位 ネ ジ 孔 の 向 き が 、 前 記 掌 側 プ レ ー ト の 幹 部 の 垂 線 に 対 し て 遠 位 方 向 に 傾 斜 し て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 掌 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 遠 位 ネ ジ 孔 の 近 傍 に 設 け た 鋼 線 孔 の 向 き と 、 前 記 近 位 ネ ジ 孔 の 近 傍 に 設 け た 鋼 線 孔
の 向 き と が 互 い に 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 掌 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 近 位 ネ ジ 孔 の 近 傍 の 鋼 線 孔 は 、 少 な く と も ２ つ が 前 記 撓 骨 の 軸 方 向 に 互 い に 離 間 し
、 か つ 、 前 記 掌 側 プ レ ー ト の 中 心 軸 の 左 側 と 右 側 と に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ９ に 記 載 の 掌 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
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　 前 記 近 位 ネ ジ 孔 の 近 傍 に 軸 方 向 に 長 い 段 付 長 孔 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ９ に 記 載 の 掌 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 掌 側 プ レ ー ト の 外 周 縁 部 が 、 下 面 側 を 尖 ら せ て 凸 曲 面 状 に 面 取 り さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 掌 側 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 ド リ ル ガ イ ド 孔 を 有 す る 筒 状 に 形 成 さ れ 、 下 端 部 か ら 順 に 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 掌 側 プ
レ ー ト の 前 記 遠 位 ネ ジ 孔 に ロ ッ ク さ れ る ロ ッ ク ネ ジ と 、 円 筒 部 と 、 六 角 筒 部 と 、 が 形 成 さ
れ る と と も に 識 別 マ ー ク が 設 け ら れ 、 前 記 遠 位 ネ ジ 孔 に 取 付 け て 前 記 プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ
の 下 孔 を 削 孔 す る ド リ ル を ガ イ ド す る こ と を 特 徴 と す る ド リ ル ガ イ ド 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 鋼 線 ガ イ ド 孔 を 有 す る 筒 状 に 形 成 さ れ 、 下 端 部 か ら 順 に 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の ド リ ル ガ
イ ド の 前 記 ド リ ル ガ イ ド 孔 に 挿 入 さ れ る 円 筒 部 と 、 筒 状 の 頭 部 と 、 が 形 成 さ れ 、 前 記 ド リ
ル ガ イ ド に 取 付 け て ド リ ル の 先 導 孔 を 穿 孔 す る 穿 孔 鋼 線 を ガ イ ド す る こ と を 特 徴 と す る 鋼
線 ガ イ ド 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 掌 側 プ レ ー ト の 複 数 の 遠 位 ネ ジ 孔 に 対 応 す る 位 置 に 、 そ れ ぞ れ の ネ ジ 孔 と 同 じ 向 き
の ネ ジ ガ イ ド 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 鋼 線 孔 に 対 応 す る 位 置 に 、 そ れ ぞ れ の 鋼 線 孔 と 同 じ 向 き
の 鋼 線 ガ イ ド 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 段 付 長 孔 に 対 応 す る 位 置 に 、 平 行 な ２ つ の 長 孔 が 形 成 さ
れ 、 前 記 掌 側 プ レ ー ト 上 に 設 置 し て 前 記 仮 止 め 鋼 線 及 び プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ の 骨 へ の 刺 入
方 向 を ガ イ ド す る こ と を 特 徴 と す る 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 掌 側 プ レ ー ト と 、
　 前 記 掌 側 プ レ ー ト の 複 数 の 遠 位 ネ ジ 孔 の 一 つ に 取 付 け ら れ る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の ド リ ル
ガ イ ド と 、
　 前 記 一 つ の 遠 位 ネ ジ 孔 の 隣 の 遠 位 ネ ジ 孔 に 取 付 け ら れ る 前 記 ド リ ル ガ イ ド と は 長 さ の 異
な る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の ド リ ル ガ イ ド と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 撓 骨 遠 位 端 掌 側 整 復 器 具 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 掌 側 プ レ ー ト と 、
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ と 、
　 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の ド リ ル ガ イ ド と 、
　 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 鋼 線 ガ イ ド と 、
　 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 撓 骨 遠 位 端 掌 側 整 復 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 橈 骨 遠 位 端 の 背 側 か ら 骨 折 部 に 添 え る 背 側 プ レ ー ト 、 掌 側 か ら 添 え る 掌 側 プ
レ ー ト 、 背 側 、 掌 側 プ レ ー ト 上 に 設 置 し て プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ の 骨 へ の 刺 入 方 向 ガ イ ド す
る 背 側 、 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク 、 背 側 、 掌 側 プ レ ー ト と 骨 折 部 と を 固 定 す る プ レ ー ト ロ ッ ク
ネ ジ 、 背 側 、 掌 側 プ レ ー ト に 取 付 け て 骨 に 下 孔 を 削 孔 す る ド リ ル を ガ イ ド す る ド リ ル ガ イ
ド 、 ド リ ル ガ イ ド に 挿 入 し て 骨 に 鋼 線 孔 を 穿 孔 す る 穿 孔 鋼 線 を ガ イ ド す る 鋼 線 ガ イ ド 、 鋼
線 ガ イ ド に 挿 入 し て 骨 の 穿 孔 鋼 線 刺 入 位 置 を 探 る 鈍 棒 、 以 上 の 器 具 を 組 合 わ せ た 橈 骨 遠 位
端 背 側 整 復 器 具 及 び 橈 骨 遠 位 端 掌 側 整 復 器 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 骨 プ レ ー ト と し て 、 骨 の 幹 部 に 当 て ら れ る 幹 板 部 と 、 骨 の 遠 位 端 部 又 は 近 位 端 部
に 当 て ら れ る 頭 板 部 と を 備 え 、 幹 板 部 と 頭 板 部 の そ れ ぞ れ に 骨 ネ ジ 又 は 骨 ピ ン を 挿 入 す る
た め の 少 な く と も 一 個 の 貫 通 穴 が 形 成 さ れ た 骨 プ レ ー ト に お い て 、 幹 板 部 に お け る 貫 通 穴
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の 入 口 側 に 凹 状 座 面 が 形 成 さ れ 、 頭 板 部 に お け る 貫 通 穴 の 入 口 側 と 出 口 側 に 凹 状 座 面 と 雌
ネ ジ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 球 状 凸 面 が 頭 部 の 下 面 に 形 成 さ れ た 骨 ネ ジ 又 は 骨 ピ ン の 軸 部 が
貫 通 穴 に 遊 貫 さ れ る 場 合 は 頭 部 の 球 状 凸 面 が 上 記 凹 状 座 面 に 滑 動 自 在 に 嵌 り 込 む よ う に し
、 雄 ネ ジ が 頭 部 の 側 面 に 形 成 さ れ た 骨 ネ ジ 又 は 骨 ピ ン の 軸 部 が 頭 板 部 の 貫 通 穴 に 遊 貫 さ れ
る 場 合 は 頭 部 の 雌 ネ ジ が 上 記 雌 ネ ジ に 螺 合 す る よ う に し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ １ ３ ５ １ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 技 術 に よ れ ば 、 皮 膚 や 筋 肉 等 を 大 き く 切 開 し 、 骨 膜 を 剥 離 し
て 骨 を 展 開 後 、 骨 に 直 接 骨 プ レ ー ト を 当 て 骨 ネ ジ よ っ て 骨 折 部 を 骨 プ レ ー ト に 固 定 す る の
で 、 大 き く 切 開 ・ 展 開 さ れ る 筋 肉 等 の 損 傷 が 大 き く 、 骨 折 部 が 整 復 さ れ 骨 プ レ ー ト が 撤 去
さ れ た 後 の 筋 肉 等 の 回 復 に 時 間 が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 筋 肉 等 の 切 開 が 最 小 限 に 抑 え ら れ 、 骨
折 部 固 定 の 力 学 的 安 定 性 に 優 れ 、 骨 折 部 の 整 復 時 の 筋 骨 膜 損 傷 が 少 な く （ 最 小 侵 襲 手 術 ）
、 筋 肉 等 の 回 復 が 速 く 、 か つ 、 骨 癒 合 も 早 期 に 得 ら れ る 橈 骨 遠 位 端 骨 折 部 の 整 復 器 具 を 得
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 背 側 プ レ ー ト は 、 撓 骨 遠 位 端
背 側 の 伸 筋 支 帯 上 に 設 置 し て 骨 折 部 を 背 側 よ り 固 定 す る 背 側 プ レ ー ト で あ っ て 、 骨 に 刺 入
し た プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ を ロ ッ ク す る 複 数 の ネ ジ 孔 と 、 撓 骨 遠 位 端 背 側 の リ ス タ ー 結 節 上
に 位 置 す る 部 分 に 形 成 し た 切 欠 き 部 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に か か る 背 側 プ レ ー ト は 、 撓 骨 遠 位 端 背 側 の 伸 筋 支 帯 上 に 設 置 さ れ る の で 、 伸 筋
支 帯 を 殆 ん ど 切 開 す る 必 要 が な く 、 ま た 、 リ ス タ ー 結 節 上 に 位 置 す る 部 分 に 切 欠 き 部 を 形
成 し て い る の で 、 背 側 プ レ ー ト の 設 置 に 際 し て リ ス タ ー 結 節 を 削 り 取 る 必 要 が な く 、 設 置
及 び 抜 去 に よ る 伸 筋 （ 腱 ） の 損 傷 が 無 い 背 側 プ レ ー ト が 得 ら れ る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 に か か る 背 側 プ レ ー ト 等 の 撓 骨 遠 位 端 背 側 整 復 器 具 の 実 施 例 を 図 面 に 基
づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 例 に よ り こ の 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ － １ は 、 本 発 明 に か か る 背 側 プ レ ー ト を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 １ － ２ は 、 図 １ － １
の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 図 １ － ３ は 、 同 Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 図 １ － ４
は 、 同 Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 図 １ － ５ は 、 同 Ｄ － Ｄ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 図 １
－ ６ は 、 本 発 明 に か か る 背 側 プ レ ー ト の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ２ － １ は 、 皮 膚 及
び 皮 下 脂 肪 を 取 除 い た 右 手 背 側 を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ － ２ は 、 伸 筋 支 帯 を 取 除 い た 右 手 背
側 を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ － ３ は 、 骨 の 右 手 背 側 を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ － ４ は 右 手 手 首 の 断
面 図 で あ り 、 図 ３ － １ は 、 本 発 明 に か か る プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 ３
－ ２ は 、 同 上 面 図 で あ り 、 図 ４ － １ は 、 本 発 明 に か か る 第 １ の ド リ ル ガ イ ド を 示 す 正 面 図
で あ り 、 図 ４ － ２ は 、 同 上 面 図 で あ り 、 図 ５ － １ は 、 本 発 明 に か か る 第 １ の 鋼 線 ガ イ ド を
示 す 正 面 図 で あ り 、 図 ５ － ２ は 、 同 上 面 図 で あ り 、 図 ６ － １ は 、 本 発 明 に か か る 鈍 棒 の 正
面 図 で あ り 、 図 ６ － ２ は 、 同 上 面 図 で あ り 、 図 ７ － １ は 、 本 発 明 に か か る 背 側 ガ イ ド ブ ロ
ッ ク を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ７ － ２ は 、 図 ７ － １ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 図 ７ －
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３ は 、 同 Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 図 ７ － ４ は 、 同 Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 図
７ － ５ は 、 同 Ｄ － Ｄ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 図 ８ は 、 本 発 明 の 撓 骨 遠 位 端 背 側 整 復 器 具 の
組 立 て 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ － １ ～ 図 １ － ５ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 背 側 プ レ ー ト １ ０ は 、 平 面 視 が Ｙ 字 状 に 形
成 さ れ 、 第 １ の 枝 部 １ ０ ａ の 先 端 部 に 第 １ の ネ ジ 孔 １ １ ａ が 配 置 さ れ 、 第 ２ の 枝 部 １ ０ ｂ
の 先 端 部 に 第 ２ の ネ ジ 孔 １ １ ｂ が 配 置 さ れ 、 Ｙ 字 の 幹 部 １ ０ ｃ に 軸 方 向 に 互 い に 離 間 す る
複 数 （ ５ 個 ） の 近 位 ネ ジ 孔 １ １ ｃ ～ １ １ ｇ が 配 置 さ れ て い る 。 ２ 本 の 枝 部 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ
の 間 は 、 切 欠 き 部 １ ０ ｄ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 実 施 例 １ で は 、 近 位 ネ ジ 孔 を ５ 個 配 置 し て い る が 、 近 位 ネ ジ 孔 は 、 軸 方 向 に 離 間 さ せ て
少 な く と も ２ 個 配 置 す れ ば よ い 。 第 １ 、 第 ２ の 枝 部 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 中 間 部 に も ネ ジ 孔 １
１ ｉ 、 １ １ ｈ を 配 置 し て い る が 、 こ れ ら は 通 常 、 骨 折 し た 部 分 に 位 置 す る こ と に な っ て 使
用 さ れ る こ と が 少 な い の で 、 必 ず し も 配 置 す る 必 要 は な い 。 ネ ジ 孔 １ １ ａ ～ １ １ ｉ は 、 Ｍ
４ ネ ジ 孔 で あ り 、 隣 合 う ネ ジ 孔 の 中 心 間 距 離 は 、 ５ ～ ７ ｍ ｍ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ － １ ～ 図 ２ － ４ に 示 す よ う に 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ を 、 撓 骨 遠 位 端 背 側 の 皮 膚 ２ １ 及
び 脂 肪 ２ ２ が 切 開 さ れ た 伸 筋 支 帯 ２ ３ 及 び 総 指 伸 筋 腱 ２ ４ ａ 上 に 設 置 し 、 後 述 の プ レ ー ト
ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ を ネ ジ 孔 １ １ ａ ～ １ １ ｇ を 通 し て 撓 骨 ２ ５ に 刺 入 し た 後 、 頭 部 を ネ ジ 孔 １
１ ａ ～ １ １ ｇ に ロ ッ ク し て 撓 骨 ２ ５ の 骨 折 し た 部 分 ２ ５ ａ （ 通 常 、 橈 骨 先 端 部 よ り １ ５ ｍ
ｍ ほ ど 近 位 側 ） の 近 傍 の 橈 骨 ２ ５ を 背 側 よ り 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の ネ ジ 孔 １ １ ａ は 、 撓 骨 遠 位 端 背 側 の リ ス タ ー 結 節 ２ ５ ｂ の 母 指 ２ ６ 側 で あ る 撓 側
２ ５ ｃ に 配 置 さ れ 、 プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ は 、 第 １ の ネ ジ 孔 １ １ ａ 及 び 伸 筋 支 帯 ２ ３ を
通 し て 短 撓 側 手 根 伸 筋 腱 ２ ４ ｂ と リ ス タ ー 結 節 ２ ５ ｂ と の 間 （ 図 ２ － ４ に 示 す 伸 筋 支 帯 ２
３ の 第 ２ 区 画 ２ ３ ｂ と 第 ３ 区 画 ２ ３ ｃ の 間 ） の 撓 側 ２ ５ ｃ の 端 部 に 刺 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ の ネ ジ 孔 １ １ ｂ は 、 リ ス タ ー 結 節 ２ ５ ｂ の 小 指 ２ ７ 側 に 配 置 さ れ 、 プ レ ー ト ロ ッ ク
ネ ジ ３ ０ は 第 ２ の ネ ジ 孔 １ １ ｂ 及 び 伸 筋 支 帯 ２ ３ を 通 し て 総 指 伸 筋 腱 ２ ４ ａ の 間 （ 図 ２ －
４ に 示 す 伸 筋 支 帯 ２ ３ の 第 ４ 区 画 ２ ３ ｄ ） 又 は 総 指 伸 筋 腱 ２ ４ ａ と 小 指 伸 筋 腱 ２ ４ ｄ と の
間 （ 図 ２ － ４ に 示 す 伸 筋 支 帯 ２ ３ の 第 ４ 区 画 ２ ３ ｄ と 第 ５ 区 画 ２ ３ ｅ の 間 ） の 撓 骨 ２ ５ の
端 部 に 刺 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の と き 、 リ ス タ ー 結 節 ２ ５ ｂ 上 に 位 置 す る こ と に な る 背 側 プ レ ー ト １ ０ の ２ 本 の 枝 部
１ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 間 は 、 切 欠 き 部 １ ０ ｄ と な っ て い る の で 、 リ ス タ ー 結 節 ２ ５ ｂ の 隆 起 が
背 側 プ レ ー ト １ ０ に 当 た る こ と は な く 、 予 め リ ス タ ー 結 節 ２ ５ ｂ を 削 り 取 る 必 要 が な い 。
ま た 、 骨 折 し た 部 分 ２ ５ ａ が 潰 れ て 骨 欠 損 が 生 じ て い る 場 合 に 、 切 欠 き 部 １ ０ ｄ か ら 人 工
骨 等 の 移 植 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 複 数 の 近 位 ネ ジ 孔 １ １ ｃ ～ １ １ ｇ は 、 リ ス タ ー 結 節 ２ ５ ｂ の 近 位 側 （ 骨 折 し た 部 分 ２ ５
ａ よ り も 近 位 側 ） に 配 置 さ れ 、 プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ は 、 近 位 ネ ジ 孔 １ １ ｃ ～ １ １ ｇ を
通 し 、 短 母 指 外 転 筋 腱 ２ ４ ｅ 及 び 総 指 伸 筋 腱 ２ ４ ａ を 左 右 に 除 け て 、 撓 骨 ２ ５ に 刺 入 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ 、 第 ２ の ネ ジ 孔 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 中 心 線 間 の 幅 方 向 距 離 は １ ４ ． ８ ｍ ｍ 、 軸 方 向 距
離 は ３ ． ９ ｍ ｍ と し て い る 。 図 ２ － ３ に 示 す よ う に 、 橈 骨 ２ ５ の 遠 位 端 部 は 、 小 指 側 が 橈
側 ２ ５ ｃ よ り も 凹 ん で い る の で 、 第 ２ の ネ ジ 孔 １ １ ｂ を 第 １ の ネ ジ 孔 １ １ ａ よ り も 近 位 側
に 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 橈 骨 ２ ５ の 遠 位 端 部 は 、 掌 側 が 背 側 よ り も 凹 ん で い る の で 、 橈 骨 ２ ５ の 遠 位 端 部
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背 側 か ら 第 １ 、 第 ２ の ネ ジ 孔 １ １ ａ 、 １ １ ｂ を 通 し て 橈 骨 ２ ５ に 刺 入 さ れ た プ レ ー ト ロ ッ
ク ネ ジ ３ ０ が 橈 骨 ２ ５ の 遠 位 端 部 を 遠 位 側 に 突 き 抜 け な い よ う に 、 図 １ － ４ に 示 す よ う に
、 第 １ 、 第 ２ の ネ ジ 孔 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 向 き を 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 垂 線 に 対 し て 近 位 側
に ５ ° 傾 斜 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 厚 さ は ２ ｍ ｍ で あ り 、 全 長 Ｓ １ は ４ ０ ｍ ｍ 、 全 幅 Ｓ ２ は ２ ３ ｍ ｍ 、
幹 部 １ ０ ｃ の 幅 Ｓ ３ は １ ０ ｍ ｍ 、 切 欠 き 部 １ ０ ｄ の 開 口 幅 Ｓ ４ は ８ ｍ ｍ 、 切 欠 き 部 １ ０ ｄ
の 第 １ の 枝 部 １ ０ ａ の 先 端 か ら の 深 さ は １ ８ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ は 、 図
２ － ４ に 示 す 伸 筋 支 帯 ２ ３ の 湾 曲 度 に 合 わ せ て 、 曲 率 半 径 Ｒ ＝ ２ ８ ｍ ｍ で 幅 方 向 に 湾 曲 さ
せ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 湾 曲 に 合 わ せ る よ う に 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 中 心 軸 線 の 左 側 に
配 置 さ れ た ネ ジ 孔 １ １ ａ 、 １ １ ｉ 、 １ １ ｇ 、 及 び 、 中 心 軸 線 の 右 側 に 配 置 さ れ た ネ ジ 孔 １
１ ｂ 、 １ １ ｈ 、 １ １ ｆ の 向 き を 、 図 １ － ２ 及 び 図 １ － ３ に 示 す よ う に 、 中 心 軸 側 に 向 け て
５ ° 傾 斜 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ の ネ ジ 孔 １ １ ａ 、 第 ２ の ネ ジ 孔 １ １ ｂ 及 び 近 位 ネ ジ 孔 １ １ ｄ の 近 傍 に 、 ネ ジ 孔 を 挟
む よ う に 、 三 対 合 計 ６ 個 の 鋼 線 孔 １ ２ ａ ～ １ ２ ｆ が 設 け ら れ て い る 。 橈 骨 遠 位 端 の 骨 折 部
を 背 側 プ レ ー ト １ ０ 及 び プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ で 固 定 す る の に 先 立 ち 、 骨 折 部 に 鋼 線 孔
１ ２ ａ ～ １ ２ ｆ を 通 し て 仮 止 め 鋼 線 を 刺 入 し て 骨 折 部 と 背 側 プ レ ー ト １ ０ と を 仮 止 め し 、
仮 止 め に よ り プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ を 刺 入 す る た め の 下 孔 （ ド リ ル 孔 ） を 正 確 な 位 置 に
削 孔 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 鋼 線 孔 １ ２ ａ 、 １ ２ ｃ は 、 鋼 線 孔 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｄ よ り も 骨 強 度 の 大 き い 橈 骨 遠 位 端 部 寄
り （ 遠 位 ） に 設 け ら れ て い る 。 橈 骨 ２ ５ の 遠 位 端 部 は 、 掌 側 が 背 側 よ り も 凹 ん で い る の で
、 橈 骨 ２ ５ の 遠 位 端 部 背 側 か ら 鋼 線 孔 １ ２ ａ 、 １ ２ ｃ を 通 し て 橈 骨 ２ ５ に 刺 入 さ れ た 仮 止
め 鋼 線 が 橈 骨 ２ ５ の 遠 位 端 部 を 遠 位 側 に 突 き 抜 け な い よ う に 、 図 １ － ５ に 示 す よ う に 、 鋼
線 孔 １ ２ ａ 、 １ ２ ｃ の 向 き を 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 垂 線 に 対 し て 近 位 側 に １ ０ ° 傾 斜 さ せ
て い る 。 鋼 線 孔 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｄ 、 １ ２ ｅ 、 １ ２ ｆ の 向 き は 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 垂 線 と 平
行 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 対 の 鋼 線 孔 １ ２ ａ と １ ２ ｂ の 向 き が 互 い に 傾 斜 し 、 一 対 の 鋼 線 孔 １ ２ ｃ と １ ２ ｄ の 向
き が 互 い に 傾 斜 し て い る （ 平 行 で な い ） の で 、 そ れ ぞ れ の 鋼 線 孔 及 び 橈 骨 ２ ５ に 仮 止 め 鋼
線 を 刺 入 す る と 、 一 対 の 仮 止 め 鋼 線 同 士 が 交 差 し て い る の で 鋼 線 孔 か ら 抜 け な く な り 、 骨
折 部 を 背 側 プ レ ー ト １ ０ に し っ か り と 仮 止 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 第 １ 、 第 ２ の 枝 部 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 端 部 の 角 部 、 及 び 、 幹 部 １ ０ ｃ
の 端 部 の 角 部 は 、 曲 率 半 径 Ｒ ＝ ２ ｍ ｍ ～ ４ ． ５ ｍ ｍ で 角 を 落 と し て い る 。 ま た 、 背 側 プ レ
ー ト １ ０ の 外 周 縁 部 は 、 伸 筋 支 帯 ２ ３ 及 び 総 指 伸 筋 腱 ２ ４ ａ に 接 触 す る 下 面 側 を エ ッ ジ 状
に 尖 ら せ て 凸 曲 面 状 に 面 取 り し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 エ ッ ジ 部 の 曲 率 半 径 は 、 Ｒ ＝ ０ ． ２ ｍ ｍ で あ り 、 凸 曲 面 の 曲 率 半 径 は 、 Ｒ ＝ ３ ｍ ｍ で あ
る 。 下 面 側 を エ ッ ジ 状 に 尖 ら せ て 凸 曲 面 状 に 滑 ら か に 面 取 り し て い る の で 、 背 側 プ レ ー ト
１ ０ で 骨 折 部 を 固 定 後 、 皮 膚 ２ １ を 縫 合 し た と き に 、 皮 膚 ２ １ へ の 刺 激 が 少 な く 、 皮 膚 ２
１ と の 間 に 空 洞 部 が 発 生 し 難 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 切 欠 き 部 １ ０ ｄ を 囲 む 周 縁 部 は 、 図 １ － ５ に 示 す よ う に 、 縫 合 さ れ
た 皮 膚 ２ １ 又 は 脂 肪 ２ ２ に 接 触 す る 上 面 側 を エ ッ ジ 状 に 尖 ら せ て 凸 曲 面 状 に 面 取 り し て い
る 。 エ ッ ジ 部 の 曲 率 半 径 は 、 Ｒ ＝ ０ ． ２ ｍ ｍ で あ り 、 凸 曲 面 の 曲 率 半 径 は 、 Ｒ ＝ ３ ｍ ｍ で
あ る 。 上 面 側 を エ ッ ジ 状 に 尖 ら せ て 凸 曲 面 状 に 面 取 り し て い る の で 、 伸 筋 支 帯 ２ ３ に 接 触
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す る 部 分 が 滑 ら か な 曲 面 状 で あ り 、 伸 筋 支 帯 ２ ３ へ の 刺 激 が 少 な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 背 側 プ レ ー ト １ ０ は 、 骨 折 し た 部 分 ２ ５ ａ の 位 置 及 び 個 体 に よ る 橈 骨 の 大 き さ に 応 じ て
、 全 幅 Ｓ ２ ＝ ２ ３ ｍ ｍ ～ ２ ８ ｍ ｍ 、 全 長 Ｓ １ ＝ ４ ０ ～ ５ ２ ｍ ｍ の 範 囲 の ３ 種 類 の 大 き さ の
も の を 用 意 し て お く と よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 １ － ６ を 参 照 し 、 実 施 例 １ の 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 変 形 例 の 背 側 プ レ ー ト １ ５ に
つ い て 説 明 す る 。 背 側 プ レ ー ト １ ５ は 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 第 １ 、 第 ２ の 枝 部 １ ０ ａ 、 １
０ ｂ 間 を 繋 ぐ 架 橋 部 １ ０ ｅ を 有 し て お り 、 切 欠 き 部 １ ０ ｄ が 、 第 １ 、 第 ２ の 枝 部 １ ０ ａ 、
１ ０ ｂ 及 び 架 橋 部 １ ０ ｅ に 囲 ま れ て 大 き な 穴 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 背 側 プ レ ー ト １ ５ は Ｙ 字 状 で は な い 。 そ の 他 の 部 分 は 背 側 プ レ ー ト １ ０ と 同 等
で あ る 。 背 側 プ レ ー ト １ ５ は 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ と 同 等 の 効 果 を 奏 す る ほ か 、 背 側 プ レ ー
ト １ ０ よ り も 、 第 １ 、 第 ２ の 枝 部 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 間 が 架 橋 さ れ て い る 分 だ け 強 度 が 高 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 図 ３ － １ 及 び 図 ３ － ２ を 参 照 し 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ の ネ ジ 孔 １ １ ａ ～ １ １
ｉ を 通 し て 橈 骨 ２ ５ に 刺 入 さ れ 、 橈 骨 ２ ５ と 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ と を 直 接 接 触 さ せ な
い で 固 定 す る 本 発 明 の プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ は 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ の ネ ジ 孔 １ １ ａ ～ １ １ ｉ に ね じ 込
ま れ て ロ ッ ク さ れ る Ｍ ４ の ロ ッ ク ネ ジ が 形 成 さ れ た 頭 部 ３ ０ ａ と 、 円 柱 状 に 形 成 さ れ た 中
間 部 ３ ０ ｂ と 、 骨 に 刺 入 さ れ る 骨 ネ ジ が 形 成 さ れ た 先 部 ３ ０ ｃ と 、 を 有 し て い る 。 頭 部 ３
０ ａ に は 、 プ ラ ス ド ラ イ バ ー が 係 合 可 能 な プ ラ ス 溝 ３ ０ ｄ が 形 成 さ れ 、 Ｍ ４ の ロ ッ ク ネ ジ
は 、 ネ ジ 孔 に 入 り 易 い よ う に 、 先 頭 の ネ ジ 山 を 他 の ネ ジ 山 よ り も 低 く し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 骨 ネ ジ ３ ０ ｃ の 先 端 部 に は 、 骨 へ の 喰 い 込 み を よ く す る た め に 、 周 方 向 ３ 箇 所 に 切 欠 き
部 ３ ０ ｅ を 設 け て い る 。 骨 ネ ジ ３ ０ ｃ の 外 径 は φ ＝ ３ ｍ ｍ 、 谷 径 は φ ＝ ２ ． ２ ｍ ｍ 、 ネ ジ
山 厚 さ は ０ ． １ ｍ ｍ と な っ て い る 。 骨 ネ ジ ３ ０ ｃ の ネ ジ 山 ピ ッ チ は Ｐ ＝ １ ． ４ ｍ ｍ で あ り
、 頭 部 ３ ０ ｂ の Ｍ ４ の ロ ッ ク ネ ジ の ピ ッ チ Ｐ ＝ ０ ． ７ ｍ ｍ よ り も 大 き く し て い る 。 中 間 部
３ ０ ｂ の 外 径 は φ ＝ ２ ． ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ が 橈 骨 ２ ５ に 刺 入 さ れ 頭 部 ３ ０ ｂ の ロ ッ ク ネ ジ が 背 側 プ レ ー ト
１ ０ の ネ ジ 孔 に ね じ 込 ま れ て い く と き 、 プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ の １ 回 転 当 た り の 骨 へ の
進 入 量 が ネ ジ 孔 へ の 進 入 量 よ り も 大 き い の で 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ が 骨 側 へ 引 き 寄 せ
ら れ る こ と に な り 、 伸 筋 支 帯 ２ ３ 等 の 弾 力 等 に よ り 浮 上 が っ て い る 背 側 プ レ ー ト １ ０ ， １
５ を 骨 側 に 引 き 寄 せ て し っ か り と 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 頭 部 ３ ０ ａ の 長 さ は Ｌ １ ＝ ３ ｍ ｍ 、 中 間 部 ３ ０ ｂ の 長 さ は Ｌ ２ ＝ １ ０ ｍ ｍ 以 上 、 骨 ネ ジ
３ ０ ｃ の 長 さ は Ｌ ３ ＝ ８ ｍ ｍ と し て い る 。 プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ が 橈 骨 ２ ５ に 刺 入 さ れ
頭 部 ３ ０ ｂ の ロ ッ ク ネ ジ が 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ の ネ ジ 孔 に ロ ッ ク さ れ た と き 、 ネ ジ 山
等 の 突 起 部 の 無 い 滑 ら か な 円 柱 状 の 中 間 部 ３ ０ ｂ を 伸 筋 支 帯 ２ ３ 及 び 伸 筋 腱 内 に 位 置 さ せ
て こ れ ら を 傷 つ け な い よ う に す る た め に 、 中 間 部 ３ ０ ｂ の 長 さ を 伸 筋 支 帯 ２ ３ の 厚 さ よ り
も 大 き い Ｌ ２ ＝ １ ０ ｍ ｍ 以 上 と し て い る 。 中 間 部 ３ ０ ｂ の 長 さ を １ ０ ｍ ｍ か ら ２ ｍ ｍ 刻 み
で 長 く し た 数 種 類 の プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ を 用 意 し て お く と よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 図 ４ － １ 及 び 図 ４ － ２ を 参 照 し 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ の ネ ジ 孔 １ １ ａ ～ １ １
ｉ に ね じ 込 ま れ て 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ に 取 付 け ら れ る 本 発 明 の ド リ ル ガ イ ド ４ ０ に つ
い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ド リ ル ガ イ ド ４ ０ は 、 φ ＝ ２ ． ４ ｍ ｍ の ド リ ル ガ イ ド 孔 ４ ０ ａ を 有 す る 筒 状 に 形 成 さ れ

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-190209 A 2007.8.2



、 下 端 部 か ら 順 に 、 ネ ジ 穴 １ １ ａ ～ １ １ ｉ か ら 橈 骨 ２ ５ 側 に 突 出 し て 伸 筋 支 帯 ２ ３ 及 び 伸
筋 腱 を 左 右 に 押 し 退 け 、 伸 筋 支 帯 ２ ３ 及 び 伸 筋 腱 が ド リ ル に 接 触 し て 損 傷 す る の を 防 止 す
る 保 護 筒 部 ４ ０ ｇ と 、 ネ ジ 孔 １ １ ａ ～ １ １ ｉ に ね じ 込 ま れ て ロ ッ ク さ れ る Ｍ ４ の ロ ッ ク ネ
ジ ４ ０ ｂ と 、 外 径 ４ ． ５ ｍ ｍ の 円 筒 部 ４ ０ ｃ と 、 対 辺 距 離 ３ ． ６ ９ ｍ ｍ の 六 角 筒 部 ４ ０ ｄ
と 、 Ｍ ３ の 鋼 線 ガ イ ド ロ ッ ク ネ ジ 孔 ４ ０ ｅ と 、 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 保 護 筒 部 ４ ０ ｇ の 長 さ は Ｍ ０ ＝ ６ ｍ ｍ 、 ロ ッ ク ネ ジ ４ ０ ｂ の 長 さ は Ｍ １ ＝ ２ ｍ ｍ 、 円 筒
部 ４ ０ ｃ の 長 さ は Ｍ ２ ＝ １ ２ ｍ ｍ 、 六 角 筒 部 ４ ０ ｄ の 長 さ は Ｍ ３ ＝ １ ６ ｍ ｍ 、 鋼 線 ガ イ ド
ロ ッ ク ネ ジ 孔 ４ ０ ｅ の 深 さ は １ ｍ ｍ 以 上 と し て い る 。 ド リ ル ガ イ ド ４ ０ は 、 背 側 プ レ ー ト
１ ０ 、 １ ５ に 取 付 け ら れ 、 橈 骨 ２ ５ に プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ を 刺 入 さ せ る た め の 下 孔 を
削 孔 す る ド リ ル の 方 向 を ガ イ ド す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 図 ５ － １ 及 び 図 ５ － ２ を 参 照 し 、 ド リ ル ガ イ ド ４ ０ に 挿 入 さ れ 、 ド リ ル の 先 導 孔
を 穿 孔 す る 穿 孔 鋼 線 を ガ イ ド す る 本 発 明 の 鋼 線 ガ イ ド ５ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 鋼 線 ガ イ ド ５ ０ は 、 φ ＝ １ ． ３ ｍ ｍ の 鋼 線 ガ イ ド 孔 ５ ０ ａ を 有 す る 筒 状 に 形 成 さ れ 、 外
径 φ ＝ ２ ． ４ ｍ ｍ の 円 筒 部 ５ ０ ｂ と 、 外 径 φ ＝ ４ ． ５ ｍ ｍ の 筒 状 の 頭 部 ５ ０ ｃ と 、 を 有 し
て い る 。 円 筒 部 ５ ０ ｂ の 頭 部 ５ ０ ｃ 側 に は 、 Ｍ ３ ・ 長 さ １ ｍ ｍ の ネ ジ 部 ５ ０ ｄ が 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 円 筒 部 ５ ０ ｂ の 長 さ は Ｎ １ ＝ ３ ５ ｍ ｍ 、 頭 部 ５ ０ ｃ の 長 さ は Ｎ ２ ＝ ３ ｍ ｍ と し て い る 。
鋼 線 ガ イ ド ５ ０ は 、 ド リ ル ガ イ ド ４ ０ に 挿 入 さ れ ネ ジ 部 ５ ０ ｄ が 鋼 線 ガ イ ド ロ ッ ク ネ ジ 孔
４ ０ ｅ に ね じ 込 ま れ て 固 定 さ れ 、 橈 骨 ２ ５ に ド リ ル の 先 導 孔 を 穿 孔 す る 穿 孔 鋼 線 の 方 向 を
ガ イ ド す る 。 ネ ジ 部 ５ ０ ｄ が 鋼 線 ガ イ ド ロ ッ ク ネ ジ 孔 ４ ０ ｅ に ね じ 込 ま れ て 固 定 さ れ る の
で 、 整 復 手 術 中 に 鋼 線 ガ イ ド ５ ０ が ド リ ル ガ イ ド ４ ０ か ら 外 れ 落 ち る よ う な こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 図 ６ － １ 及 び 図 ６ － ２ を 参 照 し 、 鋼 線 ガ イ ド ５ ０ に 挿 入 さ れ 、 予 め 注 射 針 等 で 針
孔 を あ け て お い た 橈 骨 ２ ５ の 穿 孔 鋼 線 刺 入 位 置 を 探 る 本 発 明 の 鈍 棒 ６ ０ に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 鈍 棒 ６ ０ は 、 外 径 φ ＝ １ ． ２ ｍ ｍ の 丸 棒 部 ６ ０ ａ と 、 外 径 φ ＝ ４ ． ５ ｍ ｍ の 柱 状 の 頭 部
６ ０ ｂ と 、 を 有 し て い る 。 丸 棒 部 ６ ０ ａ の 先 端 部 は 、 半 球 状 に 形 成 さ れ て い る 。 丸 棒 部 ６
０ ａ の 長 さ は Ｒ １ ＝ ５ ３ ｍ ｍ 、 頭 部 ６ ０ ｂ の 長 さ は Ｒ ２ ＝ ３ ｍ ｍ と し て い る 。 鈍 棒 ６ ０ を
鋼 線 ガ イ ド ５ ０ に 挿 入 す る と 、 鈍 棒 ６ ０ の 先 端 部 が 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 下 面 よ り ２ ０ ｍ ｍ
ほ ど 突 出 し 、 伸 筋 支 帯 ２ ３ を 突 き 抜 け 伸 筋 腱 の 間 を 通 し て 橈 骨 ２ ５ に 予 め 注 射 針 等 で 針 孔
を あ け て お い た 穿 孔 鋼 線 刺 入 位 置 （ プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ 刺 入 位 置 ） を 探 り 当 て る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 図 ７ － １ ～ 図 ７ － ５ を 参 照 し て 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ 上 に 設 置 し て 仮 止 め 鋼
線 及 び プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ の 骨 へ の 刺 入 方 向 を ガ イ ド す る 本 発 明 の 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７
０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ は 、 樹 脂 製 で 、 外 形 が 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ と 同 一 で 、 切 欠
き 部 が 無 い 形 状 に 形 成 さ れ 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ の 第 １ 、 第 ２ の ネ ジ 孔 １ １ ａ 、 １ １
ｂ 及 び 複 数 の 近 位 ネ ジ 孔 １ １ ｃ ～ １ １ ｉ に 対 応 す る 位 置 に 、 そ れ ぞ れ の ネ ジ 孔 と 同 じ 向 き
の ネ ジ ガ イ ド 孔 ７ １ ａ ～ ７ １ ｉ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 鋼 線 孔 １ ２
ａ ～ １ ２ ｆ に 対 応 す る 位 置 に 、 そ れ ぞ れ の 鋼 線 孔 と 同 じ 向 き の 鋼 線 ガ イ ド 孔 ７ ２ ａ ～ ７ ２
ｆ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ の 厚 さ は ５ ｍ ｍ で あ り 、 ネ ジ ガ イ ド 孔 ７ １ ａ ～ ７ １ ｉ の 内 径 は
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φ ＝ ５ ｍ ｍ で あ り 、 鋼 線 ガ イ ド 孔 ７ ２ ａ ～ ７ ２ ｆ の 内 径 は φ ＝ １ ． ４ ｍ ｍ で あ る 。 背 側 ガ
イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ は 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ 上 に 設 置 し て 仮 止 め 鋼 線 及 び プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ
３ ０ の 骨 へ の 刺 入 方 向 を ガ イ ド す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 リ ス タ ー 結 節 ２ ５ ｂ の 隆 起 は 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ の 上 面 の 高 さ よ り も 低 い の で 、
リ ス タ ー 結 節 ２ ５ ｂ が 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ に 当 る こ と は な い 。 ま た 、 図 ７ － ２ 及 び 図
７ － ３ に 示 す よ う に 、 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ の 下 面 は 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 上 面 の 湾 曲
度 に 合 わ せ て 、 曲 率 半 径 Ｒ ＝ ３ ０ ｍ ｍ で 幅 方 向 に 湾 曲 さ せ て い る 。 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ は
、 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ の ３ 種 類 の 大 き さ の も の に 応 じ て 、 ３ 種 類 の 大 き さ の も の を 用
意 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 説 明 し た 橈 骨 遠 位 端 背 側 整 復 器 具 の う ち 、 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ 以 外 は チ タ ン 合
金 で 製 作 し て い る 。 ま た 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ 、 １ ５ 及 び 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ は 、 右 手
用 の も の に つ い て 説 明 し た が 、 左 手 用 の も の は 右 手 用 の も の と 線 対 称 （ 勝 手 違 い ） の 形 状
に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 図 ８ を 参 照 し て 、 上 述 の 橈 骨 遠 位 端 背 側 整 復 器 具 を 用 い た 撓 骨 遠 位 端 骨 折 部 の 固
定 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま ず 、 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 第 １ 、 第 ２ の ネ ジ 孔 １ １ ａ 、 １ １ ｂ 及 び 近 位 ネ ジ 孔 １ １ ｃ 、
１ １ ｅ に そ れ ぞ れ 第 １ の ド リ ル ガ イ ド ４ ０ を 取 付 け 、 第 １ の ド リ ル ガ イ ド ４ ０ に そ れ ぞ れ
第 １ の 鋼 線 ガ イ ド ５ ０ を 取 付 け 、 第 １ の ネ ジ 孔 １ １ ａ に 取 付 け た 第 １ の 鋼 線 ガ イ ド ５ ０ に
は 鈍 棒 ６ ０ を 挿 し 込 み 、 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ の ネ ジ ガ イ ド 孔 に 第 １ の ド リ ル ガ イ ド ４
０ を 通 し て 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ を 背 側 プ レ ー ト １ ０ 上 に 設 置 し て 橈 骨 遠 位 端 背 側 整 復
器 具 と し て 組 立 て て 準 備 し て お く 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 レ ン ト ゲ ン で 見 な が ら 、 骨 折 部 の 状 態 と リ ス タ ー 結 節 ２ ５ ｂ の 撓 側 ２ ５ ｃ に お け る プ レ
ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ の 刺 入 位 置 の 見 当 を つ け る 。 次 に 、 橈 骨 遠 位 端 背 側 の 皮 膚 ２ １ を 切 開
し 脂 肪 ２ ２ を 除 け 、 伸 筋 支 帯 ２ ３ 、 総 指 伸 筋 ２ ４ ａ 及 び 短 母 指 伸 筋 ２ ４ ｅ を 露 出 さ せ る 。
見 当 を つ け た プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ の 刺 入 位 置 上 の 伸 筋 支 帯 ２ ３ を 小 切 開 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 短 撓 側 手 根 伸 筋 腱 ２ ４ ｂ を 左 に 除 け 、 リ ス タ ー 結 節 ２ ５ ｂ を 右 に し て 、 レ ン ト ゲ ン で 見
な が ら プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ の 刺 入 位 置 に 太 い 注 射 針 で 針 孔 を あ け る 。 組 立 て た 橈 骨 遠
位 端 背 側 整 復 器 具 を 持 っ て き て 、 鈍 棒 ６ ０ の 先 端 を 伸 筋 支 帯 ２ ３ の 小 切 開 部 に 刺 し 込 み 、
注 射 針 の 針 孔 を 探 し 、 そ の 位 置 に 背 側 プ レ ー ト １ ０ を 位 置 決 め す る 。 こ の と き 、 背 側 プ レ
ー ト １ ０ か ら 下 方 へ 突 出 し て い る ド リ ル ガ イ ド ４ ０ の 保 護 筒 部 ４ ０ ｇ が 伸 筋 支 帯 ２ ３ 及 び
伸 筋 腱 を 左 右 に 押 し 退 け 、 伸 筋 支 帯 ２ ３ 及 び 伸 筋 腱 が ド リ ル に 接 触 し な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ の 鋼 線 ガ イ ド 孔 ７ ２ ａ ～ ７ ２ ｄ 及 び 背 側 プ レ ー ト １ ０ の 鋼 線 孔
１ ２ ａ ～ １ ２ ｄ を 通 し 、 各 腱 を 除 け て 、 φ ＝ １ ． ２ ｍ ｍ の 先 の 尖 っ た 仮 止 め 鋼 線 を 回 転 さ
せ な が ら 撓 骨 遠 位 端 の 骨 折 片 に 刺 入 し て 骨 折 片 と 背 側 プ レ ー ト １ ０ と を 仮 止 め す る 。 手 指
を 牽 引 し て 骨 折 片 と 近 位 側 撓 骨 と の 位 置 を 整 復 し て か ら 鋼 線 ガ イ ド 孔 ７ ２ ｅ 、 ７ ２ ｆ 及 び
鋼 線 孔 １ ２ ｅ 、 １ ２ ｆ を 通 し 、 各 腱 を 除 け て 、 近 位 側 に 仮 止 め 鋼 線 を 刺 入 し 、 骨 折 部 を 背
側 プ レ ー ト １ ０ で 仮 固 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 １ の 鋼 線 ガ イ ド ５ ０ に ガ イ ド さ せ て 仮 止 め 鋼 線 と 同 様 の 穿 孔 鋼 線 を 背 側 プ レ ー ト １ ０
の ネ ジ 孔 １ １ ａ ～ １ １ ｅ の 必 要 箇 所 を 通 し て 撓 骨 に 刺 入 さ せ 、 ド リ ル の 先 導 孔 を 穿 孔 す る
。 第 １ の 鋼 線 ガ イ ド ５ ０ を 取 外 し 、 第 １ の ド リ ル ガ イ ド ４ ０ と 先 導 孔 に ガ イ ド さ せ て 撓 骨
の 必 要 箇 所 に プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ の 下 孔 を ド リ ル に よ り 削 孔 す る 。 こ の と き 、 保 護 筒
部 ４ ０ ｇ が 伸 筋 支 帯 ２ ３ 及 び 伸 筋 腱 を 保 護 す る の で 、 伸 筋 支 帯 ２ ３ 及 び 伸 筋 腱 が ド リ ル に
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よ り 損 傷 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 １ の ド リ ル ガ イ ド ４ ０ を 取 付 け た ま ま 、 デ プ ス ゲ ー ジ を 下 孔 に 挿 し 込 ん で 各 下 孔 の 深
さ を 測 り 、 第 １ の ド リ ル ガ イ ド ４ ０ を 取 外 す 。 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ の ネ ジ ガ イ ド 孔 ７
１ ａ ～ ７ １ ｅ に ガ イ ド さ せ 、 そ れ ぞ れ の 長 さ の プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ を 撓 骨 ２ ５ の 必 要
箇 所 に 刺 入 し 、 ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ ａ を ネ ジ 孔 １ １ ａ ～ １ １ ｅ の 必 要 箇 所 に ロ ッ ク し て 骨 折 部
を 背 側 プ レ ー ト １ ０ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ７ ０ を 撤 去 し 、 骨 折 部 に 欠 損 が あ る と き は 、 切 欠 き 部 １ ０ ｄ か ら 人
工 骨 等 を 移 植 す る 。 切 開 さ れ た 皮 膚 ２ １ を 縫 合 す れ ば 撓 骨 遠 位 端 骨 折 部 の 固 定 が 完 了 す る
。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ９ － １ は 、 本 発 明 に か か る 掌 側 プ レ ー ト を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ９ － ２ は 、 図 ９ － １
の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 図 ９ － ３ は 、 同 Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 図 ９ － ４
は 、 同 Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 図 １ ０ － １ は 、 本 発 明 に か か る 第 ２ の ド リ ル ガ イ ド
を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 １ ０ － ２ は 、 同 上 面 図 で あ り 、 図 １ １ － １ は 、 本 発 明 に か か る 第
３ の ド リ ル ガ イ ド を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 １ １ － ２ は 、 同 上 面 図 で あ り 、 図 １ ２ － １ は 、
本 発 明 に か か る 第 ２ の 鋼 線 ガ イ ド を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 １ ２ － ２ は 、 同 上 面 図 で あ り 、
図 １ ３ － １ は 、 本 発 明 に か か る 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 １ ３ － ２ は 、
同 側 面 図 で あ り 、 図 １ ４ は 、 撓 骨 遠 位 端 掌 側 整 復 器 具 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ９ － １ ～ 図 ９ － ４ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ は 、 厚 さ が ２ ｍ ｍ で 、
平 面 視 が 、 略 台 形 の 頭 部 １ ０ ０ ａ と 略 長 方 形 の 幹 部 １ ０ ０ ｂ と を 接 続 し た 細 長 い 略 デ ル タ
形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 頭 部 １ ０ ０ ａ の 先 端 部 に は 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 遠 位 ネ ジ 孔 １ ０
１ ａ 、 １ ０ １ ｂ 、 １ ０ １ ｃ が 一 列 に 配 置 さ れ 、 幹 部 １ ０ ０ ｂ に は 、 軸 方 向 に 互 い に 離 間 す
る 複 数 （ ２ 個 ） の 近 位 ネ ジ 孔 １ ０ １ ｄ 、 １ ０ １ ｅ が 配 置 さ れ て い る 。 ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ ～ １
０ １ ｅ は 、 Ｍ ４ ネ ジ 孔 で あ る 。 隣 合 う 遠 位 ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ 、 １ ０ １ ｂ 、 １ ０ １ ｃ の 中 心 間
距 離 は ６ ｍ ｍ 、 近 位 ネ ジ 孔 １ ０ １ ｄ 、 １ ０ １ ｅ の 中 心 間 距 離 は １ ８ ． ５ ｍ ｍ と な っ て い る
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 頭 部 １ ０ ０ ａ の 中 央 部 に は 、 内 径 φ ４ ． ５ ｍ ｍ の 上 面 側 大 径 孔 と 、 内 径 φ ３ ． ３ ｍ ｍ の
下 面 側 小 径 孔 と 中 間 テ ー パ ー 孔 と か ら 成 る ３ 個 の 段 付 孔 １ ０ ２ ａ ～ １ ０ ２ ｃ が 配 置 さ れ て
い る が 、 こ れ ら は 通 常 、 骨 折 し た 部 分 に 位 置 す る こ と に な り 使 用 さ れ る こ と が 少 な く 、 必
ず し も 配 置 す る 必 要 は な い 。 し か し な が ら 、 段 付 孔 １ ０ ２ ａ ～ １ ０ ２ ｃ は 、 複 雑 骨 折 等 で
骨 折 部 が 複 数 の 骨 折 片 に 割 れ て し ま っ た と き は 、 個 々 の 骨 折 片 を プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０
で 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ に 固 定 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 段 付 孔 １ ０ ２ ａ ～ １ ０ ２ ｃ を ネ ジ 孔 と し て も よ い 。 隣 合 う 段 付 孔 １ ０ ２ ａ 、 １ ０ ２ ｂ 、
１ ０ ２ ｃ の 中 心 間 距 離 は ６ ． ５ ｍ ｍ と な っ て い る 。 ま た 、 近 位 ネ ジ 孔 １ ０ １ ｄ と １ ０ １ ｅ
の 間 に は 、 幅 ４ ． ５ ｍ ｍ 、 長 さ ９ ｍ ｍ の 段 付 長 孔 １ ０ ３ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 示 は し な い が 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ は 、 撓 骨 遠 位 端 掌 側 の 皮 膚 及 び 脂 肪 を 切 開 し 、 掌
側 手 根 屈 筋 腱 及 び 深 指 屈 筋 腱 を 左 側 に 除 け 、 筋 膜 を 切 開 し て 、 厚 さ ５ ～ ７ ｍ ｍ の 方 形 回 内
筋 上 に 設 置 さ れ 、 前 述 の プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ を ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ を 通 し て 撓
骨 ２ ５ に 刺 入 し た 後 、 頭 部 を ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ に ロ ッ ク し て 撓 骨 ２ ５ の 骨 折 し た
部 分 ２ ５ ａ （ 通 常 、 橈 骨 先 端 部 よ り １ ５ ｍ ｍ ほ ど 近 位 側 、 図 ２ － ３ 参 照 ） の 近 傍 の 橈 骨 ２
５ を 掌 側 よ り 固 定 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 遠 位 ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ 、 １ ０ １ ｃ 間 の 幅 方 向 距 離 は １ ２ ｍ ｍ 、 軸 方 向 距 離 は ２ ． ７ ｍ ｍ と
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し て い る 。 橈 骨 ２ ５ の 遠 位 端 部 は 、 小 指 側 が 橈 側 ２ ５ ｃ よ り も 凹 ん で い る の で 、 第 ３ の 遠
位 ネ ジ 孔 １ ０ １ ｃ を 第 １ の 遠 位 ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ よ り も 近 位 側 に 配 置 し て い る 。 ま た 、 橈 骨
２ ５ の 遠 位 端 部 は 、 掌 側 が 背 側 よ り も 凹 ん で い る の で 、 橈 骨 ２ ５ の 遠 位 端 部 掌 側 か ら 第 １
～ 第 ３ の 遠 位 ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｃ を 通 し て 橈 骨 ２ ５ に 刺 入 さ れ た プ レ ー ト ロ ッ ク ネ
ジ ３ ０ が 橈 骨 ２ ５ の 遠 位 端 部 に 沿 っ て 刺 入 さ れ る よ う に 、 図 ９ － ４ に 示 す よ う に 、 第 １ ～
第 ３ の 遠 位 ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｃ の 向 き を 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ の 幹 部 １ ０ ０ ｂ の 垂
線 に 対 し て 遠 位 側 に １ ５ ° 傾 斜 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ の 全 長 Ｔ １ は ４ ９ ｍ ｍ 、 全 幅 Ｔ ２ は ２ ０ ｍ ｍ 、 幹 部 １ ０ ０ ｂ の 幅 Ｔ
３ は ９ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ は 、 撓 骨 遠 位 端 掌 側 の 湾 曲 度 に 合 わ せ て 、
図 ９ － ４ に 示 す よ う に 、 曲 率 半 径 Ｒ ＝ ５ ０ ｍ ｍ で 軸 方 向 に 上 面 側 に 湾 曲 さ せ て い る 。 こ の
掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ の 湾 曲 に 合 わ せ る よ う に 、 段 付 孔 １ ０ ２ ａ ～ １ ０ ２ ｃ の 向 き を 、 掌 側
プ レ ー ト １ ０ ０ の 幹 部 １ ０ ０ ｂ の 垂 線 に 対 し て 遠 位 側 に １ ０ ° ～ １ ７ ° 傾 斜 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 第 ２ の 遠 位 ネ ジ 孔 １ ０ １ ｂ の 近 傍 、 及 び 、 段 付 長 孔 １ ０ ３ の 近 傍 で あ っ て 近 位 ネ ジ 孔 １
０ １ ｄ 、 １ ０ １ ｅ の 近 傍 に 、 遠 位 ネ ジ 孔 １ ０ １ ｂ 及 び 段 付 長 孔 １ ０ ３ を 挟 む よ う に 、 合 計
６ 個 の 鋼 線 孔 １ ０ ４ ａ ～ １ ０ ４ ｆ が 設 け ら れ て い る 。 橈 骨 遠 位 端 の 骨 折 し た 部 分 の 近 傍 を
掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ 及 び プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ で 固 定 す る の に 先 立 ち 、 骨 折 し た 部 分 の
近 傍 に 鋼 線 孔 １ ０ ４ ａ ～ １ ０ ４ ｆ を 通 し て 仮 止 め 鋼 線 を 刺 入 し て 骨 折 し た 部 分 の 近 傍 と 掌
側 プ レ ー ト １ ０ ０ と を 仮 止 め し 、 仮 止 め に よ り 、 プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ を 刺 入 す る た め
の 下 孔 （ ド リ ル 孔 ） を 正 確 な 位 置 に 削 孔 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 近 位 ネ ジ 孔 の 近 傍 の 鋼 線 孔 １ ０ ４ ｅ 、 １ ０ ４ ｆ は 、 撓 骨 の 軸 方 向 に 互 い に 離 間 し 、 か つ
、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ の 中 心 軸 の 左 側 と 右 側 と に 配 置 さ れ て い る 。 左 側 と 右 側 と に 配 置 さ
れ て い る の で 、 手 術 中 に 視 野 の よ い 側 の 鋼 線 孔 に 先 に 仮 止 め 鋼 線 を 刺 入 し て 仮 止 め し 、 仮
止 め 後 、 手 を 移 動 さ せ て 視 野 の 悪 か っ た 側 の 鋼 線 孔 に 仮 止 め 鋼 線 を 刺 入 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 鋼 線 孔 １ ０ ４ ｅ 、 １ ０ ４ ｆ が 軸 方 向 に 互 い に 離 間 し て い る の で 、 仮 止 め 鋼 線 で 掌
側 プ レ ー ト １ ０ ０ に 仮 止 め さ れ た 遠 位 の 骨 折 片 に 左 右 方 向 の 力 が 働 い て 骨 折 片 が 動 こ う と
し て も 、 支 点 と な る 鋼 線 孔 １ ０ ４ ｅ 、 １ ０ ４ ｆ が 離 間 し て い て 強 い 抵 抗 力 が 働 い て 骨 折 片
が 動 く こ と は な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ９ － ４ に 示 す よ う に 、 鋼 線 孔 １ ０ ４ ａ ～ １ ０ ４ ｄ の 向 き を 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ の 幹
部 １ ０ ０ ｂ の 垂 線 に 対 し て 遠 位 側 に １ ５ ° 傾 斜 さ せ て い る 。 鋼 線 孔 １ ０ ４ ｅ 、 １ ０ ４ ｆ の
向 き は 、 幹 部 １ ０ ０ ｂ の 垂 線 と 平 行 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 鋼 線 孔 １ ０ ４ ａ ～ １ ０ ４ ｄ の 向 き と 鋼 線 孔 １ ０ ４ ｅ 、 １ ０ ４ ｆ の 向 き と が 互 い に 傾 斜 し
て い る （ 平 行 で な い ） の で 、 そ れ ぞ れ の 鋼 線 孔 及 び 骨 折 し た 部 分 の 近 傍 に 仮 止 め 鋼 線 を 刺
入 す る と 、 仮 止 め 鋼 線 が 交 差 し て 鋼 線 孔 か ら 抜 け な く な り 、 骨 折 し た 部 分 の 近 傍 を 掌 側 プ
レ ー ト １ ０ ０ に し っ か り と 仮 止 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ の 頭 部 １ ０ ０ ａ の 端 部 の 角 部 、 及 び 、 幹 部 １ ０ ０ ｂ の 端 部 の 角 部 は
、 曲 率 半 径 Ｒ ＝ ３ ｍ ｍ ～ ４ ｍ ｍ で 角 を 落 と し て い る 。 ま た 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ の 外 周 縁
部 は 、 方 形 回 内 筋 に 接 触 す る 下 面 側 を エ ッ ジ 状 に 尖 ら せ て 凸 曲 面 状 に 面 取 り し て い る 。 エ
ッ ジ 部 の 曲 率 半 径 は 、 Ｒ ＝ ０ ． ２ ｍ ｍ で あ り 、 凸 曲 面 の 曲 率 半 径 は 、 Ｒ ＝ ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 下 面 側 を エ ッ ジ 状 に 尖 ら せ て 凸 曲 面 状 に 面 取 り し て い る の で 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ で 骨
折 部 を 固 定 後 、 皮 膚 ２ １ を 縫 合 し た と き に 、 皮 膚 ２ １ や 深 指 屈 筋 腱 、 掌 側 手 根 屈 筋 腱 及 び
筋 膜 へ の 刺 激 が 少 な く 、 こ れ ら を 傷 つ け る こ と も な く 、 ま た 、 空 洞 部 が 発 生 し 難 い 。 背 側
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プ レ ー ト １ ０ ０ は 、 骨 折 し た 部 分 ２ ５ ａ の 位 置 に 応 じ て 、 全 長 Ｔ １ ＝ ４ ９ ｍ ｍ 、 ５ ６ ｍ ｍ
、 ６ ４ ｍ ｍ の ３ 種 類 を 用 意 し て お く と よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 図 １ ０ － １ 及 び 図 １ ０ － ２ を 参 照 し 、 ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ に ね じ 込 ま れ て
掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ に 取 付 け ら れ る 本 発 明 の 第 ２ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ は 、 φ ＝ ２ ． ４ ｍ ｍ の ド リ ル ガ イ ド 孔 １ ４ ０ ａ を 有 す る 筒 状 に 形 成
さ れ 、 下 端 部 か ら 順 に 、 ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ に ね じ 込 ま れ て ロ ッ ク さ れ る Ｍ ４ の ロ
ッ ク ネ ジ １ ４ ０ ｂ と 、 外 径 ４ ． ５ ｍ ｍ の 円 筒 部 １ ４ ０ ｃ と 、 対 辺 距 離 ３ ． ６ ９ ｍ ｍ の 六 角
筒 部 １ ４ ０ ｄ と が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ロ ッ ク ネ ジ １ ４ ０ ｂ の 長 さ は Ｍ １ ＝ ２ ｍ ｍ 、 円 筒 部 １ ４ ０ ｃ の 長 さ は Ｍ ２ ＝ １ ２ ｍ ｍ 、
六 角 筒 部 １ ４ ０ ｄ の 長 さ は Ｍ ３ ＝ １ ６ ｍ ｍ と し て い る 。 六 角 筒 部 １ ４ ０ ｄ に は 、 識 別 マ ー
ク と し て の 赤 色 塗 料 が 充 填 さ れ た 幅 １ ｍ ｍ の 円 周 溝 が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ の ド リ ル ガ イ
ド １ ４ ０ は 、 前 述 の 第 １ の ド リ ル ガ イ ド ４ ０ と 同 一 寸 法 形 状 で あ り 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０
に 取 付 け ら れ 、 橈 骨 ２ ５ に 掌 側 か ら プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ を 刺 入 さ せ る た め の 下 孔 （ 先
導 孔 ） を 削 孔 す る ド リ ル の 方 向 を ガ イ ド す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 図 １ １ － １ 及 び 図 １ １ － ２ を 参 照 し 、 ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ に ね じ 込 ま れ て
掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ に 取 付 け ら れ る 本 発 明 の 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ３ に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ３ は 、 φ ＝ ２ ． ４ ｍ ｍ の ド リ ル ガ イ ド 孔 １ ４ ３ ａ を 有 す る 筒 状
に 形 成 さ れ 、 下 端 部 か ら 順 に 、 ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ に ね じ 込 ま れ て ロ ッ ク さ れ る Ｍ
４ の ロ ッ ク ネ ジ １ ４ ３ ｂ と 、 外 径 ４ ． ５ ｍ ｍ の 円 筒 部 １ ４ ３ ｃ と 、 対 辺 距 離 ３ ． ６ ９ ｍ ｍ
の 六 角 筒 部 １ ４ ３ ｄ と が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ロ ッ ク ネ ジ １ ４ ３ ｂ の 長 さ は Ｍ １ ＝ ２ ｍ ｍ 、 円 筒 部 １ ４ ３ ｃ の 長 さ は Ｍ ２ ＝ １ ２ ｍ ｍ 、
六 角 筒 部 １ ４ ３ ｄ の 長 さ は Ｍ ４ ＝ ２ ６ ｍ ｍ と さ れ 、 第 ２ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ の 六 角 筒 部
１ ４ ０ ｄ よ り も １ ０ ｍ ｍ 長 く し て い る 。 六 角 筒 部 １ ４ ３ ｄ に は 、 識 別 マ ー ク と し て の 緑 色
塗 料 が 充 填 さ れ た 幅 １ ｍ ｍ の 円 周 溝 が 形 成 さ れ て い る 。 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ３ は 、 六
角 筒 部 １ ４ ３ ｄ 以 外 は 、 第 ２ の ド リ ル ガ イ ド と 同 一 寸 法 形 状 で あ り 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０
に 取 付 け ら れ 、 橈 骨 ２ ５ に 掌 側 か ら プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ を 刺 入 さ せ る た め の 下 孔 を 削
孔 す る ド リ ル の 位 置 と 方 向 を ガ イ ド す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 図 １ ２ － １ 及 び 図 １ ２ － ２ を 参 照 し 、 第 ２ 、 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ 、 １ ４ ３
に 挿 入 さ れ 、 ド リ ル の 先 導 孔 を 穿 孔 す る 穿 孔 鋼 線 を ガ イ ド す る 本 発 明 の 第 ２ の 鋼 線 ガ イ ド
１ ５ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 第 ２ の 鋼 線 ガ イ ド １ ５ ０ は 、 φ ＝ １ ． ３ ｍ ｍ の 鋼 線 ガ イ ド 孔 １ ５ ０ ａ を 有 す る 筒 状 に 形
成 さ れ 、 外 径 φ ＝ ２ ． ４ ｍ ｍ の 円 筒 部 １ ５ ０ ｂ と 、 外 径 φ ＝ ４ ． ５ ｍ ｍ の 頭 部 １ ５ ０ ｃ と
、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 円 筒 部 １ ５ ０ ｂ の 長 さ は Ｎ ３ ＝ ２ ８ ｍ ｍ 、 頭 部 １ ５ ０ ｃ の 長 さ は Ｎ ２ ＝ ３ ｍ ｍ と し て い
る 。 第 ２ の 鋼 線 ガ イ ド １ ５ ０ は 、 第 １ の 鋼 線 ガ イ ド ５ ０ と 異 な り ネ ジ 部 ５ ０ ｄ を 備 え て い
な い 。 ま た 、 円 筒 部 １ ５ ０ ｂ の 長 さ が 、 第 １ の ド リ ル ガ イ ド の 円 筒 部 ５ ０ ｂ の 長 さ よ り も
短 い 。 第 ２ の 鋼 線 ガ イ ド １ ５ ０ は 、 第 ２ 、 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ 、 １ ４ ３ に 挿 入 さ れ
、 橈 骨 ２ ５ に ド リ ル の 先 導 孔 を 穿 孔 す る 穿 孔 鋼 線 の 方 向 を ガ イ ド す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
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　 次 に 、 図 １ ３ － １ 及 び 図 １ ３ － ２ を 参 照 し て 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ 上 に 設 置 さ れ て 仮 止
め 鋼 線 及 び プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ の 骨 へ の 刺 入 方 向 を ガ イ ド す る 本 発 明 の 掌 側 ガ イ ド ブ
ロ ッ ク １ ７ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク １ ７ ０ は 、 樹 脂 で 製 作 さ れ 、 外 形 が 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ と 略 同 一 に
形 成 さ れ 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ の 第 １ ～ 第 ３ の 遠 位 ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｃ に 対 応 す る
位 置 に 、 そ れ ぞ れ の 遠 位 ネ ジ 孔 と 同 じ 向 き の ネ ジ ガ イ ド 孔 １ ７ １ ａ ～ １ ７ １ ｃ が 形 成 さ れ
て い る 。 ま た 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ の 鋼 線 孔 １ １ ２ ａ ～ １ １ ２ ｆ に 対 応 す る 位 置 に 、 そ れ
ぞ れ の 鋼 線 孔 と 同 じ 向 き の 鋼 線 ガ イ ド 孔 １ ７ ２ ａ ～ １ ７ ２ ｆ が 形 成 さ れ 、 段 付 長 孔 １ ０ ３
に 対 応 す る 位 置 に 、 幅 １ ． ３ ｍ ｍ 、 長 さ ７ ｍ ｍ の ２ 個 の 長 孔 １ １ ３ が 、 中 心 間 距 離 ２ ｍ ｍ
離 間 し て 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク １ ７ ０ の 厚 さ は ５ ｍ ｍ で あ り 、 ネ ジ ガ イ ド 孔 １ ７ １ ａ ～ １ ７ １ ｃ の
内 径 は φ ＝ ５ ｍ ｍ で あ り 、 鋼 線 ガ イ ド 孔 １ ７ ２ ａ ～ １ ７ ２ ｆ の 内 径 は φ ＝ １ ． ４ ｍ ｍ で あ
る 。 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク １ ７ ０ は 、 図 １ ３ － ２ に 示 す よ う に 、 段 付 長 孔 １ ０ ３ の 遠 位 側 で
１ ５ ° の 角 度 に 折 曲 げ ら れ た 形 状 で 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ 上 に 設 置 さ れ て 仮 止 め 鋼 線 及 び
プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ の 骨 へ の 刺 入 方 向 を ガ イ ド す る 。 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク １ ７ ０ は 、
掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ の ３ 種 類 の 大 き さ の も の に 応 じ て 、 ３ 種 類 の 大 き さ の も の を 用 意 す る
。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 以 上 説 明 し た 橈 骨 遠 位 端 掌 側 整 復 器 具 の う ち 、 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク １ ７ ０ 以 外 は チ タ ン
合 金 で 製 作 し て い る 。 ま た 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ 及 び 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク １ ７ ０ は 、 右 手
用 の も の に つ い て 説 明 し た が 、 左 手 用 の も の は 右 手 用 の も の と 線 対 称 （ 勝 手 違 い ） の 形 状
に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 次 に 、 図 １ ４ を 参 照 し て 、 上 述 の 橈 骨 遠 位 端 掌 側 整 復 器 具 を 用 い た 撓 骨 遠 位 端 骨 折 部 の
固 定 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま ず 、 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ の 第 １ 、 第 ３ の ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ 、 １ ０ １ ｃ に 第 ２ の ド リ ル ガ
イ ド １ ４ ０ を 取 付 け 、 第 ２ の ネ ジ 孔 １ ０ １ ｂ に 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ３ を 取 付 け 、 第 ２
、 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ 、 １ ４ ３ に そ れ ぞ れ 第 ２ の 鋼 線 ガ イ ド １ ５ ０ を 取 付 け 、 掌 側
ガ イ ド ブ ロ ッ ク １ ７ ０ の ネ ジ ガ イ ド 孔 １ ７ １ ａ ～ １ ７ １ ｃ に 第 ２ 、 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １
４ ０ 、 １ ４ ３ を 通 し て 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク １ ７ ０ を 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ 上 に 設 置 し て 橈 骨
遠 位 端 掌 側 整 復 器 具 と し て 組 立 て て 準 備 し て お く 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 レ ン ト ゲ ン で 骨 折 部 の 状 態 を 見 て 、 プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ の 刺 入 位 置 の 見 当 を つ け る
。 次 に 、 橈 骨 遠 位 端 掌 側 の 皮 膚 を 切 開 し 脂 肪 を 除 け 、 露 出 し た 掌 側 手 根 屈 筋 腱 を 左 側 に 除
け る 。 次 に 露 出 し た 筋 膜 を 切 開 し 、 切 開 に よ り 露 出 し た 深 指 屈 筋 腱 を 左 に 除 け 、 方 形 回 内
筋 を 露 出 さ せ る 。 見 当 を つ け た プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ の 刺 入 位 置 上 の 方 形 回 内 筋 を 小 切
開 し 、 組 立 て た 橈 骨 遠 位 端 掌 側 整 復 器 具 を 持 っ て き て 、 そ の 位 置 に 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ を
位 置 決 め す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク １ ７ ０ の 鋼 線 ガ イ ド 孔 １ ７ ２ ａ ～ １ ７ ２ ｄ 及 び 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０
の 鋼 線 孔 １ ０ ４ ａ ～ １ ０ ４ ｄ を 通 し 、 φ ＝ １ ． ２ ｍ ｍ の 先 の 尖 っ た 仮 止 め 鋼 線 を 回 転 さ せ
な が ら 撓 骨 遠 位 端 の 骨 折 片 に 刺 入 し て 骨 折 片 と 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ と を 仮 止 め す る 。 掌 側
ガ イ ド ブ ロ ッ ク の 長 孔 １ １ ３ 及 び 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ の 段 付 長 孔 １ ０ ３ の 中 央 位 置 を 通 し
て 、 ガ イ ド 鋼 線 を 橈 骨 近 位 側 に 刺 入 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ガ イ ド 鋼 線 に ガ イ ド さ せ な が ら 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ を 前 後 さ せ て 骨 折 片 と 近 位 側 撓 骨 と
の 位 置 を 整 復 し て か ら 鋼 線 ガ イ ド 孔 １ ７ ２ ｅ 、 １ ７ ２ ｆ 及 び 鋼 線 孔 １ ０ ４ ｅ 、 １ ０ ４ ｆ を
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通 し 、 近 位 側 に 仮 止 め 鋼 線 を 刺 入 し 、 骨 折 部 を 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ で 仮 固 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 第 ２ の 鋼 線 ガ イ ド １ ５ ０ に ガ イ ド さ せ て 仮 止 め 鋼 線 と 同 様 の 穿 孔 鋼 線 を 掌 側 プ レ ー ト １
０ ０ の ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｃ を 通 し て 骨 折 片 に 刺 入 さ せ 、 ド リ ル の 先 導 孔 を 穿 孔 す る
。 第 ２ の 鋼 線 ガ イ ド １ ５ ０ を 取 外 し 、 第 ２ 、 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ 、 １ ４ ３ と 先 導 孔
に ガ イ ド さ せ て 骨 折 片 に プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ の 下 孔 を 削 孔 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 第 ２ 、 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ 、 １ ４ ３ を 取 付 け た ま ま 、 図 示 し な い デ プ ス ゲ ー ジ を
下 孔 に 挿 し 込 ん で 各 下 孔 の 深 さ を 測 る 。 こ の と き 、 デ プ ス ゲ ー ジ に は 、 下 孔 の 深 さ に 応 じ
て 動 く ゲ ー ジ 目 盛 を 指 し て 目 盛 を 読 む 固 定 指 針 と し て 、 第 ２ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ 用 の 赤
色 指 針 と 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ３ 用 の 緑 色 指 針 と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 赤 色 指 針 と 緑 色 指 針 と は 、 第 ２ 、 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ 、 １ ４ ３ の 長 さ の 差 分 の １
０ ｍ ｍ 離 間 し て い て 、 第 ２ 、 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ 、 １ ４ ３ を 取 付 け た 状 態 で 、 そ れ
ぞ れ 赤 色 指 針 と 緑 色 指 針 と で 目 盛 を 読 む こ と に よ り 、 下 孔 の 深 さ を 測 定 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 第 １ 、 第 ２ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ 、 １ ４ ３ を 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ か ら 取 外 す と き （ 取 付
け る と き に お い て も ） は 、 隣 合 う ド リ ル ガ イ ド 同 士 の 高 さ を 異 な ら せ て い る の で 、 そ れ ぞ
れ の ド リ ル ガ イ ド を 抓 む 手 指 又 は ス パ ナ が 干 渉 せ ず 、 脱 着 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 第 １ 、 第 ２ の ド リ ル ガ イ ド １ ４ ０ 、 １ ４ ３ を 取 外 し た 後 、 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク １ ７ ０ の
ネ ジ ガ イ ド 孔 １ ７ １ ａ ～ １ ７ １ ｃ に ガ イ ド さ せ 、 そ れ ぞ れ の 長 さ の プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３
０ を 骨 折 片 に 刺 入 し 、 ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ ａ を ネ ジ 孔 １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｃ に ロ ッ ク し て 骨 折 片
を 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 次 に 、 遠 位 側 の 仮 止 め 鋼 線 及 び 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク １ ７ ０ を 取 外 し 、 露 出 し た 近 位 ネ ジ
孔 １ ０ １ ｄ 、 １ ０ １ ｅ の 位 置 の 橈 骨 ２ ５ に ド リ ル で 下 孔 を 削 孔 し 、 プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ ３
０ を 近 位 側 に 刺 入 し 、 ロ ッ ク ネ ジ ３ ０ ａ を ネ ジ 孔 １ ０ １ ｄ 、 １ ０ １ ｅ に ロ ッ ク し て 骨 折 部
を 掌 側 プ レ ー ト １ ０ ０ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 近 位 側 の 仮 止 め 鋼 線 を 撤 去 し 、 左 側 に 除 け た 掌 側 手 根 屈 筋 腱 及 び 深 指 屈 筋 腱 を 元 の 位 置
に 戻 し 、 切 開 さ れ た 皮 膚 を 縫 合 し て 撓 骨 遠 位 端 骨 折 部 の 固 定 が 完 了 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 撓 骨 遠 位 端 背 側 整 復 器 具 及 び 撓 骨 遠 位 端 掌 側 整 復 器 具 は
、 撓 骨 遠 位 端 骨 折 の 整 復 に 有 用 で あ り 、 特 に 、 筋 肉 や 腱 を 殆 ん ど 損 傷 さ せ ず に 骨 折 部 の 整
復 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
【 図 １ － １ 】 本 発 明 に か か る 背 側 プ レ ー ト を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ － ２ 】 図 １ － １ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ － ３ 】 同 Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ － ４ 】 同 Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ － ５ 】 同 Ｄ － Ｄ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ － ６ 】 本 発 明 に か か る 背 側 プ レ ー ト の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ － １ 】 皮 膚 及 び 皮 下 脂 肪 を 取 除 い た 右 手 背 側 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ － ２ 】 伸 筋 支 帯 を 取 除 い た 右 手 背 側 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ － ３ 】 骨 の 右 手 背 側 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ － ４ 】 右 手 手 首 の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ － １ 】 本 発 明 に か か る プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ － ２ 】 本 発 明 に か か る プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ － １ 】 本 発 明 に か か る 第 １ の ド リ ル ガ イ ド を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ － ２ 】 本 発 明 に か か る 第 １ の ド リ ル ガ イ ド を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ － １ 】 本 発 明 に か か る 第 １ の 鋼 線 ガ イ ド を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ － ２ 】 本 発 明 に か か る 第 １ の 鋼 線 ガ イ ド を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ６ － １ 】 本 発 明 に か か る 鈍 棒 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ － ２ 】 本 発 明 に か か る 鈍 棒 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ７ － １ 】 本 発 明 に か か る 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ － ２ 】 図 ７ － １ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ － ３ 】 同 Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ － ４ 】 同 Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ － ５ 】 同 Ｄ － Ｄ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 撓 骨 遠 位 端 背 側 整 復 器 具 の 組 立 て 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ － １ 】 本 発 明 に か か る 掌 側 プ レ ー ト を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ － ２ 】 図 ９ － １ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ － ３ 】 同 Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ － ４ 】 同 Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ － １ 】 本 発 明 に か か る 第 ２ の ド リ ル ガ イ ド を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ － ２ 】 本 発 明 に か か る 第 ２ の ド リ ル ガ イ ド を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ － １ 】 本 発 明 に か か る 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ － ２ 】 本 発 明 に か か る 第 ３ の ド リ ル ガ イ ド を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ － １ 】 本 発 明 に か か る 第 ２ の 鋼 線 ガ イ ド を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ － ２ 】 本 発 明 に か か る 第 ２ の 鋼 線 ガ イ ド を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ － １ 】 本 発 明 に か か る 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ － ２ 】 本 発 明 に か か る 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 撓 骨 遠 位 端 掌 側 整 復 器 具 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 １ ０ 　 背 側 プ レ ー ト
　 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 　 枝 部
　 １ ０ ｃ 　 幹 部
　 １ ０ ｄ 　 切 欠 き 部
　 １ １ ａ 　 第 １ の ネ ジ 孔 （ ネ ジ 孔 ）
　 １ １ ｂ 　 第 ２ の ネ ジ 孔 （ ネ ジ 孔 ）
　 １ １ ｃ ～ １ １ ｇ 　 近 位 ね じ 孔 （ ネ ジ 孔 ）
　 １ ２ ａ ～ １ ２ ｆ 　 鋼 線 孔
　 ２ ３ 　 伸 筋 支 帯
　 ２ ５ 　 橈 骨
　 ２ ５ ｂ 　 リ ス タ ー 結 節
　 ２ ５ ｃ 　 橈 側
　 ３ ０ 　 プ レ ー ト ロ ッ ク ネ ジ
　 ３ ０ ａ 　 頭 部
　 ３ ０ ｂ 　 中 間 部
　 ３ ０ ｃ 　 先 部
　 ４ ０ 　 ド リ ル ガ イ ド
　 ４ ０ ａ 　 ド リ ル ガ イ ド 孔
　 ４ ０ ｂ 　 ロ ッ ク ネ ジ
　 ４ ０ ｃ 　 円 筒 部
　 ４ ０ ｄ 　 六 角 筒 部
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　 ４ ０ ｇ 　 保 護 筒 部
　 ４ ０ ｅ 　 鋼 線 ガ イ ド ロ ッ ク ネ ジ 孔
　 ５ ０ 　 鋼 線 ガ イ ド
　 ５ ０ ａ 　 鋼 線 ガ イ ド 孔
　 ５ ０ ｂ 　 円 筒 部
　 ５ ０ ｃ 　 頭 部
　 ５ ０ ｄ 　 ネ ジ 部
　 ６ ０ 　 鈍 棒
　 ６ ０ ａ 　 丸 棒 部
　 ６ ０ ｂ 　 頭 部
　 ７ ０ 　 背 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク
　 ７ １ ａ ～ ７ １ ｉ 　 ネ ジ ガ イ ド 孔
　 ７ ２ ａ ～ ７ ２ ｆ 　 鋼 線 ガ イ ド 孔
　 １ ０ ０ 　 掌 側 プ レ ー ト
　 １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｃ 　 遠 位 ネ ジ 孔
　 １ ０ １ ｄ 、 １ ０ １ ｅ 　 近 位 ネ ジ 孔
　 １ ０ ３ 　 段 付 長 孔
　 １ ０ ４ ａ ～ １ ０ ４ ｆ 　 鋼 線 孔
　 １ ４ ０ 、 １ ４ ３ 　 ド リ ル ガ イ ド
　 １ ４ ０ ａ 、 １ ４ ３ ａ 　 ド リ ル ガ イ ド 孔
　 １ ４ ０ ｂ 、 １ ４ ３ ｂ 　 ロ ッ ク ネ ジ
　 １ ４ ０ ｃ 、 １ ４ ３ ｃ 　 円 筒 部
　 １ ４ ０ ｄ 、 １ ４ ３ ｄ 　 六 角 筒 部
　 １ ４ ０ ｅ 、 １ ４ ３ ｅ 　 識 別 マ ー ク
　 １ ５ ０ 　 鋼 線 ガ イ ド
　 １ ５ ０ ａ 　 鋼 線 ガ イ ド 孔
　 １ ５ ０ ｂ 　 円 筒 部
　 １ ５ ０ ｃ 　 頭 部
　 １ ７ ０ 　 掌 側 ガ イ ド ブ ロ ッ ク
　 １ ７ １ ａ ～ １ ７ １ ｃ 　 ネ ジ ガ イ ド 孔
　 １ ７ ２ ａ ～ １ ７ ２ ｆ 　 鋼 線 ガ イ ド 孔
　 １ １ ３ 　 長 孔
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【 図 １ － １ 】

【 図 １ － ２ 】

【 図 １ － ３ 】

【 図 １ － ４ 】

【 図 １ － ５ 】

【 図 １ － ６ 】 【 図 ２ － １ 】
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【 図 ２ － ２ 】

【 図 ２ － ３ 】

【 図 ２ － ４ 】

【 図 ３ － １ 】

【 図 ３ － ２ 】

【 図 ４ － １ 】

【 図 ４ － ２ 】

(19) JP 2007-190209 A 2007.8.2



【 図 ５ － １ 】

【 図 ５ － ２ 】

【 図 ６ － １ 】

【 図 ６ － ２ 】

【 図 ７ － １ 】

【 図 ７ － ２ 】

【 図 ７ － ３ 】

【 図 ７ － ４ 】
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【 図 ７ － ５ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ － １ 】

【 図 ９ － ２ 】

【 図 ９ － ３ 】

【 図 ９ － ４ 】

【 図 １ ０ － １ 】
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【 図 １ ０ － ２ 】

【 図 １ １ － １ 】

【 図 １ １ － ２ 】

【 図 １ ２ － １ 】

【 図 １ ２ － ２ 】

【 図 １ ３ － １ 】

【 図 １ ３ － ２ 】

【 図 １ ４ 】
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